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1. 平成22年11月期第３四半期の連結業績（平成21年12月１日～平成22年８月31日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年11月期第３四半期 21,806 159.5 △1,219 ― △1,313 ― △1,296 ―

21年11月期第３四半期 8,404 ― △5,345 ― △5,411 ― △5,446 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

22年11月期第３四半期 △20 29 ―

21年11月期第３四半期 △85 19 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

22年11月期第３四半期 37,931 16,863 42.0 248 93

21年11月期 37,321 18,326 46.4 271 08

(参考) 自己資本 22年11月期第３四半期 15,913百万円 21年11月期 17,330百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年11月期 ― 0 00 ― 0 00 0 00

22年11月期 ― 0 00 ―

22年11月期(予想) 0 00 0 00

3. 平成22年11月期の連結業績予想（平成21年12月１日～平成22年11月30日）
(％表示は、通期は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,500 142.8 △1,000 ― △1,000 ― △1,000 ― △15 64



  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この

四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了し

ております。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】４ページ「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規  ―社 (            )、除外  ―社 (            )

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 無

 ② ①以外の変更 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 22年11月期３Ｑ 68,075,552株 21年11月期 68,075,552株

② 期末自己株式数 22年11月期３Ｑ 4,146,732株 21年11月期 4,143,304株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年11月期３Ｑ 63,930,698株 21年11月期３Ｑ 63,937,121株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、新興諸国の経済発展に伴う輸出の回復から緩やかな回復

傾向を示してまいりましたが、６月以降、急激な円高が進行し、景気回復を先導しておりました輸出分

野に陰りが見え始め、経済全般に不透明感が増してまいりました。こうした中、当企業グループは、引

き続き繊維機械事業の生産、売上拡大を図るとともに、工作用機器事業の受注確保に注力いたしまし

た。繊維機械事業は中国市場の回復により、特に第３四半期に入り、受注・生産・売上ともに急激に増

加いたしました。工作用機器事業は海外市場では堅調に推移いたしましたものの、中心市場であります

国内市場の回復が依然として進まず、総じて低調に推移いたしました。また、いずれの事業におきまし

ても、円高・ドル安・ユーロ安の影響により、欧州メーカーとの価格競争の激化や顧客の値引き圧力が

増大し、収益を圧迫する要因となりました。  

 この結果、全体では、受注高 30,032百万円（前年同期比245.3％増加）、売上高 21,806百万円（同

比159.5％増加）と増加いたしましたものの、損益面では工作用機器事業が低調に推移いたしましたこ

とから、営業損失 1,219百万円（前年同期営業損失5,345百万円）の計上となりました。また、経常損

失は1,313百万円（同経常損失5,411百万円）、四半期純損失は 1,296百万円（同四半期純損失5,446百

万円）となりました。  

  

＜繊維機械事業＞  

 中国市場ではスポーツ衣料用など長繊維織物分野を中心に設備投資が増加し、ウォータジェットルー

ムの受注、生産が急増いたしました。また、インド市場でも短繊維織物分野への設備投資意欲が高ま

り、エアジェットルームの商談が活発になりました。しかし、円高等の影響から欧州メーカーとの価格

競争が激しくなるとともに、好調な中国市場でも大口案件で顧客との厳しい価格交渉を余儀なくされま

した。  

 この結果、受注高は25,936百万円（前年同期比300.6％増加）と大幅な増加となりました。また、売

上高も17,861百万円（同比252.5％増加）と増加いたしました。損益面では、生産・売上の増加により

第２四半期、第３四半期ともに黒字を確保いたしましたが、販売価格の低下により黒字幅は予想を下回

る結果となりました。そのため、第３四半期累計では第１四半期の損失をカバーするにはいたらず、営

業損失 288百万円（前年同期営業損失3,371百万円）と前年同期からは大幅に改善しておりますもの

の、赤字が残る結果となりました。  

＜工作用機器事業＞  

 中国やインドなど新興国で自動車産業などを中心に商談が増加いたしました。また、欧米市場では、

不安定な状況が続く中で航空機産業や医療関連分野など、高精度の機械加工が求められる分野に販売を

強化いたしました。しかしながら、中心市場であります国内市場で工作機械業界や自動車業界の回復が

依然遅れていることから、事業全体といたしましては低調に推移いたしました。また、円高に加えて、

近年、市場を拡大しております台湾製品や韓国製品との競合が激しくなり、厳しい価格競争と納期対応

に苦慮いたしました。  

 この結果、受注高は3,321百万円（前年同期比109.3％増加）と前年度からは大幅に増加いたしました

ものの、売上高は 3,092百万円（同比15.2％増加）と依然として低水準にとどまりました。損益面で

は、特注製品の増加による生産効率の悪化や販売価格の低下などにより営業損失 845百万円（前年同期

営業損失1,429百万円）の計上となりました。  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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＜その他の事業＞  

 売上高は852百万円（前年同期比30.5％増加）となり、営業損失は85百万円（前年同期営業損失544百

万円）となりました。  

  

① 財政状態 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ610百万円増加し37,931百万円と

なりました。主な増減は、売上の増加に伴う債権の増加及び生産の増加に伴うたな卸資産の増加であり

ます。負債は、前連結会計年度末に比べ2,073百万円増加し21,067百万円となりました。短期借入金及

び長期借入金の返済による減少があったものの、生産の増加による仕入債務の増加に伴うものでありま

す。純資産は、四半期純損失1,296百万円を計上したこと等から、前連結会計年度末に比べ1,463百万円

減少し16,863百万円となり、自己資本比率は42.0％となりました。 

② キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純損

失1,318百万円の計上や売上債権の増加等があったものの仕入債務の増加等により、275百万円（前年同

期マイナス3,770百万円）となりました。  

 当第３四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産取得による

支出等により、マイナス25百万円（前年同期マイナス1,247百万円）となりました。  

 当第３四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金及び長期借入

金の返済による支出等により、マイナス2,478百万円（前年同期プラス5,046百万円）となりました。  

 これらの結果、当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度

末に比べ、2,235百万円減少し12,737百万円となりました。  

  

繊維機械事業につきましては、中国市場における長繊維織物への設備投資は当面堅調に推移すると予

想しております。また、短繊維織物分野につきましても投資回復の動きが出てきております。一方、円

高・ドル安・ユーロ安の中で価格競争の激化、顧客からの値引き圧力は今後とも続くと予想されます。

こうした状況に対し、受注・売上の確保に注力するとともに、第３四半期以降の急激な生産増加への対

応を進め、利益の確保を図ってまいる所存であります。  

 工作用機器事業につきましては、国内の工作機械業界の急激な回復は難しいものの、新興国の需要に

牽引されながら、回復の方向に向かいつつあります。しかしながら、台湾や韓国など新興国の製品が市

場を拡大しており、価格競争が一段と厳しくなっております。こうした状況に対し、新興国メーカーが

追従できない高い精度と高生産性を実現する製品群の整備、コストダウン・短納期対応を進めながら、

受注の確保と収支改善を図って参りたいと存じます。  

 このような状況を踏まえ、通期の業績予想につきましては、売上高は32,500百万円と当初予想値を確

保できる見込みでありますが、損益面については円高等に伴う繊維機械事業における採算の悪化によ

り、当初予想値を下回る見込みであります。このため、営業損失は1,000百万円、経常損失は1,000百万

円、当期純損失は1,000百万円に下方修正しております。なお、詳細については本日公表しております

「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

  

① たな卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結

会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出しております。 

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している固定資産の減価償却費については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。 

  

① 会計基準等の改正に伴う変更 

該当事項はありません。 

② ①以外の変更 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,124 15,520

受取手形及び売掛金 8,388 5,607

有価証券 203 202

製品 1,471 1,595

仕掛品 1,974 1,044

原材料及び貯蔵品 460 350

その他 143 328

貸倒引当金 △14 △12

流動資産合計 25,750 24,636

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,421 3,638

機械装置及び運搬具（純額） 2,205 2,626

土地 3,630 3,630

建設仮勘定 853 598

その他（純額） 389 387

有形固定資産合計 10,500 10,881

無形固定資産 90 92

投資その他の資産

投資有価証券 1,449 1,571

その他 566 568

貸倒引当金 △427 △429

投資その他の資産合計 1,589 1,710

固定資産合計 12,180 12,684

資産合計 37,931 37,321
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,426 1,410

短期借入金 3,359 4,973

未払法人税等 36 45

賞与引当金 387 －

受注損失引当金 149 －

未払金 4,830 2,646

その他 838 1,049

流動負債合計 13,029 10,125

固定負債

長期借入金 3,714 4,576

退職給付引当金 4,169 4,104

役員退職慰労引当金 31 31

環境対策引当金 123 157

その他 － 0

固定負債合計 8,038 8,869

負債合計 21,067 18,994

純資産の部

株主資本

資本金 12,316 12,316

資本剰余金 10,354 10,354

利益剰余金 △5,291 △3,994

自己株式 △1,235 △1,235

株主資本合計 16,144 17,441

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △230 △110

評価・換算差額等合計 △230 △110

少数株主持分 949 995

純資産合計 16,863 18,326

負債純資産合計 37,931 37,321
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 (2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年12月１日
至 平成21年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
至 平成22年８月31日)

売上高 8,404 21,806

売上原価 11,414 20,311

売上総利益又は売上総損失（△） △3,009 1,494

販売費及び一般管理費 2,335 2,714

営業損失（△） △5,345 △1,219

営業外収益

受取利息 14 4

受取配当金 29 27

その他 34 28

営業外収益合計 78 60

営業外費用

支払利息 105 104

為替差損 24 44

その他 13 5

営業外費用合計 144 154

経常損失（△） △5,411 △1,313

特別利益

貸倒引当金戻入額 5 0

特別利益合計 5 0

特別損失

固定資産処分損 5 4

減損損失 353 －

貸倒引当金繰入額 1 0

ゴルフ会員権評価損 － 0

特別損失合計 360 5

税金等調整前四半期純損失（△） △5,766 △1,318

法人税、住民税及び事業税 10 17

法人税等調整額 1 2

法人税等合計 11 20

少数株主損失（△） △331 △42

四半期純損失（△） △5,446 △1,296
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年12月１日
至 平成21年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
至 平成22年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △5,766 △1,318

減価償却費 1,000 836

減損損失 353 －

受取利息及び受取配当金 △43 △31

支払利息 105 104

売上債権の増減額（△は増加） 3,072 △2,573

たな卸資産の増減額（△は増加） 669 △888

仕入債務の増減額（△は減少） △2,495 4,134

退職給付引当金の増減額（△は減少） △167 65

その他 △429 27

小計 △3,700 356

利息及び配当金の受取額 42 31

利息の支払額 △105 △96

法人税等の支払額 △6 △15

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,770 275

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 50 160

有形固定資産の取得による支出 △1,200 △168

投資有価証券の取得による支出 △48 △0

その他 △49 △15

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,247 △25

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 2,000 －

短期借入金の返済による支出 － △2,000

長期借入れによる収入 3,400 －

長期借入金の返済による支出 △255 △475

自己株式の取得による支出 △1 △0

配当金の支払額 △95 △0

少数株主への配当金の支払額 △2 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー 5,046 △2,478

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △6

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 27 △2,235

現金及び現金同等物の期首残高 16,069 14,972

現金及び現金同等物の四半期末残高 16,096 12,737
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該当事項はありません。 

  

  

[事業の種類別セグメント情報] 

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年12月１日 至 平成21年８月31日） 

 
(注) １ 事業区分は内部管理上採用している区分によっている。 

２ 各事業の主な製品 

 （１）繊維機械事業………織機、準備機、繊維機械部品装置 

 （２）工作用機器事業……工作機械アタッチメント、その他の機器 

 （３）その他の事業………電装機器、鋳造品等 

３ 第１四半期連結会計期間より、当社の営業費用の一部について、従来各セグメントの規模に応じて配分する

ために売上高比で配賦していたが、売上高の大幅な変動により、従来の配賦方法では各セグメントの規模と

乖離したものとなってきたため、内部管理上の配賦方法に準じた方法で各セグメントに配賦することに変更

している。 

  これにより、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の「繊維機械事業」で営業費用

及び営業損失が30百万円減少し、「工作用機器事業」で営業費用及び営業損失が12百万円増加し、「その他

の事業」で営業費用及び営業損失が18百万円増加している。 

４ 第１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号 平成18年７月

５日)が適用されたことに伴い、通常の販売目的で保有する棚卸資産については、主として個別法または移

動平均法による原価法から、主として個別法または移動平均法による原価法(貸借対照表価額については収

益性の低下に基づく簿価切下げの方法)に変更している。  

  これにより、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の「繊維機械事業」で423百万

円、「工作用機器事業」で139百万円、「その他の事業」で３百万円、それぞれ営業費用及び営業損失が増

加している。 

５ 第１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号 平成18年７月

５日)を適用するに際し、広告宣伝用資産に関する当社の計上区分の見直しを行った結果、一部の広告宣伝

用資産について棚卸資産から固定資産へ計上区分を変更している。 

  これにより、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の「繊維機械事業」で20百万

円、「工作用機器事業」で24百万円、それぞれ営業費用及び営業損失が増加している。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

繊維機械事業 
(百万円)

工作用機器
事業 

(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

5,067 2,684 653 8,404 ―   8,404

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― ― ― ― （―） ―

計 5,067 2,684 653 8,404 （―） 8,404

営業損失（△） △3,371 △1,429 △544 △5,345 （―） △5,345
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当第３四半期連結累計期間（自 平成21年12月１日 至 平成22年８月31日） 

 
(注) １ 事業区分は内部管理上採用している区分によっている。 

２ 各事業の主な製品 

（１）繊維機械事業………織機、準備機、繊維機械部品装置 

（２）工作用機器事業……工作機械アタッチメント、その他の機器 

（３）その他の事業………電装機器、鋳造品等 

３ 第１四半期連結会計期間において、受注した契約に損失が見込まれ、重要性が増したため、第１四半期連結

会計期間より当該損失見込額を受注損失引当金として計上している。これにより、従来の方法によった場合

に比べて、当第３四半期連結累計期間の「繊維機械事業」で145百万円、「工作用機器事業」で4百万円、そ

れぞれ営業費用及び営業損失が増加している。 

  

[所在地別セグメント情報] 

前第３四半期連結累計期間においては、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な支店がないた

め、その記載を省略している。 

当第３四半期連結累計期間においては、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な支店がないた

め、その記載を省略している。 

  

繊維機械事業 
(百万円)

工作用機器
事業 

(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

17,861 3,092 852 21,806 ― 21,806

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― ― ― ― (―) ―

計 17,861 3,092 852 21,806 (―) 21,806

営業損失（△） △288 △845 △85 △1,219 (―) △1,219
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[海外売上高] 

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年12月１日 至 平成21年８月31日） 

 
(注) １ 国又は地域区分は、地理的近接度によっている。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

 （１）アジア…………中国、インド他 

 （２）アメリカ………米国他 

 （３）ヨーロッパ……チェコ他 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高である。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年12月１日 至 平成22年８月31日） 

 
(注) １ 国又は地域区分は、地理的近接度によっている。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

（１）アジア…………中国、インド他 

（２）アメリカ………米国他 

（３）ヨーロッパ……イタリア他 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高である。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

アジア アメリカ ヨーロッパ その他 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 4,147 466 133 111 4,859

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― ― 8,404

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

49.4 5.5 1.6 1.3 57.8

アジア アメリカ ヨーロッパ その他 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 16,886 561 197 148 17,792

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― ― 21,806

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

77.4 2.6 0.9 0.7 81.6

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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